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◆お問い合せ先◆　福祉課地域ケア係　☎（２）１７２８

介護保険制度を知っていますか？

　

介
護
保
険
制
度
は
、
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
に
そ
れ
ま
で
家
族
が
主
体
だ
っ
た
介

護
を
、
家
族
と
社
会
全
体
で
支
え
る
し
く
み

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
世
界
で
も
類
を
見

な
い
速
度
で
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
介
護

保
険
制
度
は
何
度
も
法
改
正
が
行
わ
れ
、
現

在
に
至
り
ま
す
。

※ 1 特定疾病（①末期がん、②関節リウマチ、③ ALS、④後縦靭帯骨化症、
⑤骨折を伴う骨粗鬆症、⑥初老期における認知症、⑦進行性核上性麻痺、
⑧脊髄小脳変性症、⑨脊柱管狭窄症、⑩早老症、⑪多系統萎縮症、⑫糖
尿病性神経障害、⑬脳血管疾患、⑭閉塞性動脈硬化症、⑮慢性閉塞性肺
疾患、⑯両側の膝関節または股関節に著しい変形を伴う変形性膝関節症）

※施設系サービスについては、施設によっては介護度が低くても申し込める場合があります。
※そのほか天塩町独自の「介護予防・生活支援事業」では、安心ヘルパーや配食、外出支援などの事業
を行っています（利用には申請が必要です）。

第1号被保険者 第2号被保険者

対象者

受給要件

40歳以上64歳以下で、医療保
険に加入している方
要介護（要支援）状態か、
特定疾病※1による場合に限定

65歳以上の方

・要介護状態
・要支援状態

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
方

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
方
法
は
？

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
介
護
認

定
の
申
請
が
必
要
で
す
。
認
定
の
結
果
、
該

当
に
な
っ
た
場
合
は
介
護
度
に
合
わ
せ
た
事

業
所
と
の
契
約
が
必
要
で
す
。
介
護
認
定
に

は
有
効
期
限
が
あ
る
た
め
、
心
身
状
況
が
変

化
し
た
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
よ
っ
て
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
申
請
日
か
ら
利
用

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

サービスの種類 事業対象者 要支援１・２ 要介護１～５

訪問系
訪問看護 × ○ ○

ホームヘルプ ○（総合事業） ○（総合事業） ○
居宅療養管理指導 × ○ ○

通所系
デイサービス ○（総合事業） ○（総合事業） ○
通所リハビリ × ○ ○

在宅環境整
備

福祉用具貸与 × ○ ○
福祉用具購入 × ○ ○

住宅改修 × ○ ○
短期入所 ショートステイ × ○ ○

施設系
グループホーム × ○（要支援２以上） ○

施設入所（特養） × × ○（要介護３以上）

介護保険や申請に関するご相談については随時受け付けておりま
すので、お気軽にご連絡ください。窓口で直接相談を受けること
も可能です。ご相談内容については秘密厳守致します。

天
塩
町
で
利
用
で
き
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
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◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（２）１０５８

全国版救急受診アプリ「Q助」について

病院だより
No.73

　急な病気やけがをしたとき、該当する症状を画面上で選択していくと、緊急度に応じ
た必要な対応「いますぐ救急車を呼びましょう」、「できるだけ早めに医療機関を受診し
ましょう」、「緊急ではありませんが医療機関を受診しましょう」、「引き続き、注意して
様子をみてください」が表示されます。

「Q助」について
▼詳しくはこちら▼

画像出典：全国版救急受診アプリ「Q 助」

　

皆
さ
ん
は
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ

「
Ｑ
助
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
ア
プ
リ
は
、
総
務
省
消
防
庁
で
作

成
さ
れ
た
も
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
救

急
受
診
に
対
す
る
緊
急
度
判
定
を
支
援
す

る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
「App Store

」

や
「Google Play

」
か
ら
「
Ｑ
助
」
で

検
索
す
る
と
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

　

今
年
度
す
で
に
交
付
し
て
い
る
日

常
生
活
活
動
支
援
券
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
有
限
会
社
み
や
び
観
光
」
様

が
新
規
に
行
う
タ
ク
シ
ー
事
業
（
み

や
び
ハ
イ
ヤ
ー
）
に
も
引
き
続
き
ご

使
用
が
可
能
で
す
。

　

使
用
方
法
等
は
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
乗
車
料
金

の
精
算
時
に
日
常
生
活
活
動
支
援
券

の
冊
子
を
乗
務
員
へ
お
渡
し
い
た
だ

き
、
初
乗
り
運
賃
の
超
過
分
の
料
金

を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
常
生
活
活
動
支
援
券
に

関
し
て
、
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
福
祉
課
福
祉
係
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

操
作
性
は
非
常
に
簡
単
で
あ
り
、
当
て

は
ま
る
症
状
を
タ
ッ
プ
し
て
い
く
だ
け
で

判
定
結
果
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
に
従
事
す
る
方
で
も
な
い
限
り
、

な
か
な
か
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
の
判

断
に
迷
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

日
常
生
活

日
常
生
活

    

活
動
支
援
券

活
動
支
援
券

（
ハ
イ
ヤ
ー
運
賃
助
成
）

（
ハ
イ
ヤ
ー
運
賃
助
成
）

の
ご
利
用
に
つ
い
て

の
ご
利
用
に
つ
い
て
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

1月 29 30 312月 1 2 3 4
●運転免許更新時講習

［豊富町定住支援セン
ターふらっときた］
・優良　13 時
・一般　14 時
・違反　15 時 30 分

5 6 7《町内回覧日》 8 9 10《建国記念日》 11
●運転免許更新時講習
［社会福祉会館］
・ 優良　13 時

+眼科外来 ●運転免許更新時講習
［遠別町生涯学習セ
ンターマナピィ21］
・ 優良　13 時

12 13 14 15 16 17 18
●第49回天塩町民
スキー大会

☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

☆おでかけサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 14 時

○あいあいクラブプ
チ相談日

+産婦人科外来
☆いきいきサロン

［ 雄 信 内 支 所 ］
10 時～ 14 時

19 20 21《町内回覧日》 22《天皇誕生日》 23 24 25
☆しゃっきりサロン
［てしお温泉夕映］

13 時～ 14 時

+小児科外来
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

○5歳児健診
12 時 30 分～ 13 時

26 27 283月 1 2 3 4
+眼科外来
☆はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］
① 9 時 30 分～
② 13 時～

令和 5 年令和 5 年  　  　月月22

・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・2月の回覧日は8日と 22日です。
・あいあいクラブ ･･･こども園▶火～木
・あいあいクラブ ･･･雄 信 内▶月

令和 5 年令和 5 年  　  　月月
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防
災
ひ
と
く
ち
メ
モ
／
マ
チ
の
伝
言
板

　

　上川・留萌地方では年によって違いますが、1 月
下旬から 2 月下旬が一年で最も寒い時期となりま
す。今回は、「低温注意報」についてのお話しです。
気象台では低温による農作物の被害（夏期）や水道
管の凍結・破裂などによる被害（冬期）が発生する
おそれがあるときに「低温注意報」を発表します。
　具体的な発表基準は季節によって異なります。4
月から 6 月、8 月中旬から 10 月までは平均気温が
平年より 6℃以上低い、7 月から 8 月上旬は気温
が 14 度以下が 12 時間以上継続など、稲作などの
農業関係に影響を及ぼす気温が基準となっていま
す。また、11 月から 3 月までは最低気温が平年よ
り 12℃以上低いと予想する場合に発表しています。
　冬期間の低温の要因は、上空に強い寒気が入るこ
と、冬型の気圧配置が緩み内陸部を中心に晴れ、地

表面の熱が奪われる放射冷却現象が起こることなど
があげられます。これまでの最低気温の記録は、旭
川で－ 41.0℃（1902 年 1 月 25 日）、名寄では－
35.7℃（1982 年 2 月 2 日）と内陸部では－ 30℃
以下となり、留萌では－ 23.4℃（1985 年 1 月 25
日）、羽幌では -26.4℃（1923 年 1 月 27 日）など
海岸部では－ 25℃前後となっています。
　1 月下旬から 2 月下旬の時期に低温注意報が発表
されると、海岸部では－ 20℃前後、内陸部では－
25℃から－ 30℃以下の厳しい冷え込みになること
が予想されますので、水道管の凍結・破裂などに十
分注意して下さい。

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.
html
気象庁ホームページ「今後の雪」
https://www.jma.go.jp/bosai/snow/

「低温注意報」について

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

補
償
・
救
済
に
つ
い
て

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
保
険

給
付
や
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症

す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
最
寄
の
都
道
府
県
労
働
局

ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

【
労
災
保
険
給
付
・
特
別
遺
族
給
付
金

に
つ
い
て
】

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

稚
内
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
６
２
（
２
３
）
３
８
３
３

【
救
済
給
付
に
つ
い
て
】

石
綿
救
済
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
３
８
９
）
９
３
１

南
の
島
で
の
国
際

交
流
・
野
外
活
動

■
「
第
47
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ

ン
島
」
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、『
第
47
回
ち
び
っ
こ
探
検
学

校
ヨ
ロ
ン
島
』（
文
部
科
学
省
後
援
申

請
中
）
の
参
加
者
を
全
国
よ
り
募
集
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
沖
縄
に
近

い
南
の
島
『
ヨ
ロ
ン
島
』
の
サ
ン
ゴ
礁

の
海
と
美
し
い
自
然
の
中
で
、
全
国
か

ら
参
加
す
る
仲
間
（
日
本
人
・
外
国
人
）

と
の
民
宿
で
の
共
同
生
活
や
、
様
々
な

野
外
活
動
（
海
水
浴
、
イ
カ
ダ
作
り
＆

イ
カ
ダ
こ
ぎ
、
さ
と
う
き
び
刈
り
＆
搾

り
、
洞
窟
探
検
な
ど
）
を
通
し
て
言
葉

や
習
慣
の
違
い
を
乗
り
越
え
、
友
達
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
知
り
友
情
を
深
め
、

お
互
い
に
協
力
し
助
け
合
い
、
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。

　

今
度
の
春
休
み
は
、
思
い
出
に
残
る

楽
し
い
体
験
を
し
に
暖
か
な
南
の
島

『
ヨ
ロ
ン
島
』
へ
行
き
ま
せ
ん
か
？

《
期
間
》
令
和
５
年
３
月
26
日
（
日
）

～
４
月
１
日
（
土
）

《
場
所
》
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

《
説
明
会
》
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
益
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
定
員
》
日
本
人
小
学
生
１
０
０
名
、

外
国
人
小
学
生
１
０
０
名
（
小
学
２
～

６
年
生
：
令
和
５
年
２
月
末
時
点
）

《
締
切
》
令
和
５
年
３
月
６
日
（
月
）

《
出
発
地
別
参
加
費
（
一
例
）》

・
旭
川
空
港
：
19
万
７
千
円

・
新
千
歳
空
港
：
18
万
３
千
円

◆
資
料
請
求
・
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
先
◆

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
７
０
‐０
０
１
３　

東
京
都
豊
島

区
東
池
袋
２
‐２
３
‐２　

Ｕ
Ｂ
Ｇ
東

池
袋
６
階

☎
０
３
（
６
８
２
５
）
３
１
３
０

FAX
０
３
（
３
９
８
１
）
２
７
１
２
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マ
チ
の
伝
言
板

3 月号へ掲載を

希望する方は、

2 月 8 日 （水）

までにお知らせください。

総務課企画広報係

掲載を希望される方へ

■
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

　

令
和
４
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月

16
日
（
木
）
か
ら
３
月
15
日
（
水
）
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か

ら
、所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
し
、

e-Tax

（
電
子
申
告
）
等
で
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
多

く
の
方
が
訪
れ
る
確
定
申
告
会
場
で
は

な
く
、
是
非
、
ご
自
宅
で
の
申
告
書
の

作
成
・
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
会
場
の
混
雑
を
回

避
す
る
た
め
、会
場
へ
の
入
場
に
は「
入

場
整
理
券
」（
会
場
で
当
日
配
付
も
し

く
は
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
で
事
前
発
行
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
配
付
状
況
に
応
じ
て
後
日
の
来

場
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
等
）
は
、
税
務
署
で
の
確
定
申
告

の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か

ら
、
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
申

2/28
今月の納税

・国民健康保険税（9期）

令
和
４
年
分
の

確
定
申
告
に
つ
い
て

告
書
を
作
成
し
、e-Tax

（
電
子
申
告
）

等
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
方

が
訪
れ
る
確
定
申
告
会
場
で
は
な
く
、

是
非
、
ご
自
宅
で
の
申
告
書
の
作
成
・

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

令
和
５
年
度 

天
塩
町
は
ま
な
す
学
園
大
学

入
学
生
募
集
の
ご
案
内

　現代社会を充実した社会生活にするた
めに、健康・スポーツ・社会問題など色々
な知識や生活技術を身につけ、現代社会
における生きがいを発見し、高めていく
ことを趣旨としています。
　年間 15 日間程度、主に社会福祉会館
で開設されます。

　入学の条件は、町内に居住する 60 歳以
上の方で、心身ともに健康で団体生活や活
動に支障がない方です。
　市街地にお住まいの方は町内５ヶ所の送
迎場所より、市街地以外にお住まいの方は
最寄りのバス停より送迎します。

●修学旅行（行先・日程は未定）
●郊外学習（行先・日程は未定）
●軽スポーツ（ゲートボール、フロアカー
リング等）
●趣味の拡充（ものづくり、絵手紙、講話等）
●このほか、ボランティア活動・視聴覚教
室・自治会活動等を行っています。

　年会費は 3,300 円（保険料含む）です。
　ただし、修学旅行などで別途徴収する
場合があります。

３月 31 日（金）までに、教育委員会（☎ 2-1026）へお申し込みください。

たくさんの入学生を

お待ちしています！
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　昨年 12 月末に天塩町と島根県松江市の協力隊が参加して意見交換会が行わ
れ、お互いの地域でのイベント開催や外部への魅力発信を通して連携していく
ことになりました。
　北海道の北部と中国地方の島根県という地理的には遠く離れた両地域です
が、実は共通点があります。それは、「夕日」と「しじみ」です。天塩が誇る
地域資源として、国立公園内で獲れる唯一の天然しじみと学術的に優位性が証
明された夕日・トワイライト景観がありますが、日本海に面し市内に広大な汽
水湖である宍道湖を有する松江でも、これらを活用し
た地域振興を行っています。ただライバル視するだけ
でなく、それぞれの地域にある独自の魅力と組み合わ
せてアピールを行い、お互いに協力しながら盛り上げ
ていきたいと考えています。
　都道府県や市町村というくくりを越えて連携し、こ
れまでとは異なるアプローチで地域の魅力を高めてい
くとともに、実際にその成果を示すことができるよう
にプロジェクトを進めていきたいと思います。

公
設
民
営
塾
の
ご
紹
介
／
協
力
隊
通
信

　公設民営塾は、天塩高校に通いながら都会で行われ
ている塾講師の授業を、情報通信技術（ＩＣＴ）を活
用した授業展開を行い、天塩高校生の大学進学に全力
でサポートしております（広報てしお９月号掲載）。
　今回は、町内小中学校での児童生徒の学習支援につ
いてご紹介します。
　天塩小学校では、算数の授業を中心に問題演習の支
援を主に行っております。問題演習中に解き方が不安
な時、心細さを感じてしまうことも少なくありませ
ん。その不安を少しでも解消できるよう支援しており
ます。
　啓徳小学校では、主に３～６年生の理科の授
業での問題演習や安全に理科実験を行うための
支援を行っています。
　天塩中学校では、全学年の数学と英語の学習
支援を行っており、英語では主に並び替え問題
や教科書訳を中心に支援しています。並び替え
問題では文法力、教科書訳では文法力に加え読
解力が必要になってくるので、先生と協力しな
がら行っております。数学では授業での学習支
援のほか、放課後学習会を開催しております。
放課後学習会では、振り返りの内容を中心に学
習を実施しています。授業内容を確実に定着す
るよう、授業中の様子を参考に使用する問題を

作成し、演習並びに解説を行っています。さらに受験
生には、２学期後半より受検対策の学習を実施してお
ります。入試問題の対策に加えて高校入学後も数学の
学習は続くので、高校数学とのつながりを考えた学習
展開を行っております。
　町内小中学生の学力向上のために、授業や放課後学
習会を全力で学習サポートしています。（次回は、今
年度から始めた天塩高校を会場とした公設民営塾につ
いてご紹介します。）

◆お問い合わせ先◆教育委員会 学校教育係

公設民営塾のご紹介②
小中学校で学習支援！
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12
月
17
日
、
町
内
外
の
有
志
が
企
画･

運

営
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

カ
フ
ェ
「
テ
ト

テ
・
プ
ラ
ス
」
で
子
供
が
主
役
の
「
ク
リ
ス

マ
ス
・
キ
ッ
ズ
マ
ル
シ
ェ
」
が
初
開
催
さ
れ
、

小
学
１
～
５
年
生
16
人
が
各
自
手
作
り
し
た

雑
貨
・
手
芸
作
品
を
販
売
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
天
塩
警
察
署
の
警
察
官
３
名
に
よ
る
交

通
安
全
の
講
話
・
ク
イ
ズ
に
続
け
て
「
警
察

手
帳
工
作
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供

た
ち
は
ハ
サ
ミ
と
糊
を
使
っ
て
「
こ
ど
も
警

察
手
帳
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
警
察
官
が

「
こ
の
完
成
し
た
警
察
手
帳
を
お
爺
ち
ゃ
ん
、

お
婆
ち
ゃ
ん
見
せ
て
、
特
殊
詐
欺
に
気
を
つ

け
て
ね
！
と
伝
え
ま
し
ょ
う
」
と
子
供
た
ち

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

子
供
が
主
役
の

コ
ミ
ュ
カ
フ
ェ

▼警察官と一緒に「警察手帳の工作体験」

　

町
在
住
の
漁
師
、
菅
井
好
文
さ
ん
は
、
株

式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ミ
ネ
ラ
ル
（
真
狩
村
・
長

澤
通
代
表
取
締
役
）
と
共
同
で
同
社
の
ミ
ネ

ラ
ル
飲
料
水
５
０
０
ml
・
７
２
０
本
を
防
災

備
蓄
品
と
し
て
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
12
月

12
日
、
役
場
に
て
佐
々
木
町
長
よ
り
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
、
町
長
は
「
防
災
備
蓄
用
の
食

品
や
飲
料
水
に
は
使
用
期
限
が
あ
り
、
た
い

へ
ん
有
り
難
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
災
害
備
蓄
用
の
飲
料
水
の
使
用
期
間

は
５
年
以
上
と
長
期
保
存
が
可
能
で
、
今
回

の
飲
料
水
は
15
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害

時
一
般
的
に
１
人
あ
た
り
１
日
３
リ
ッ
ト
ル

を
３
日
分
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
備
蓄
品
（
飲
料

水
）
を
寄
贈

▼防災備蓄品（飲料水）を寄贈した菅井さん

　

12
月
19
日
、
天
塩
中
学
校
の
３
年
生
19
人

は
、
国
語
の
授
業
で
姉
妹
都
市
・
ホ
ー
マ
ー

市
で
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
日
本
語
ク
ラ
ブ

の
小
学
生
に
贈
る
年
賀
状
を
作
成
し
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
図

案
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
調
べ
、
参
考
に
し
て

人
気
ア
ニ
メ
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
り
、
筆

書
き
で
の
文
言
、英
語
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
、

各
自
工
夫
を
凝
ら
し
、
友
好
の
思
い
と
日
本

文
化
を
伝
え
る
年
賀
状
を
作
成
し
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
冬
休
み
後
の
３
学
期
に
は
天
塩
町

や
天
塩
中
学
校
の
こ
と
を
伝
え
る
画
像
に
俳

句
を
加
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

も
作
成
し
て
贈
る
予
定
で
す
。

ホ
ー
マ
ー
の

子
供
た
ち
へ
年
賀
状

▼各自、工夫を凝らして年賀状を作成した天中生

 

町
少
年
野
球
団
「
天
塩
タ
イ
ガ
ー
ス
」
主

将
の
立
花
蓮
く
ん
と
副
主
将
の
黒
川
真ま

ひ

ろ優
く

ん
（
と
も
に
天
塩
小
６
年
）
が
12
月
24
日
か

ら
３
日
間
、
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
少
年
野

球
の
全
国
大
会
（
第
18
回
沖
縄
市
長
旗
争
奪

学
童
軟
式
野
球
大
会
）
の
北
海
道
選
抜
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
に
抜
擢
さ
れ
出
場
し
ま
し
た
。

12
月
12
日
、
立
花
昭
弘
監
督
と
両
選
手
は
役

場
を
訪
れ
佐
々
木
町
長
に
出
場
報
告
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。
大
会
は
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
全
国
48
チ
ー
ム
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が

行
わ
れ
両
選
手
が
メ
ン
バ
ー
入
り
し
た
北
海

道
選
抜
チ
ー
ム
（
北
海
道
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

道
選
抜
メ
ン
バ
ー

に
て
優
勝

▼（左から）選抜チーム入り出場した立花くんと黒川くん

12月12日～1月11日



9

　

12
月
20
日
、
天
塩
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
草

刈
房
子
会
長
ら
３
名
の
団
員
が
役
場
を
訪

れ
、
町
福
祉
課
を
通
じ
て
天
塩
町
共
同
募
金

委
員
会
へ
地
域
歳
末
助
け
合
い
募
金
と
し
て

寄
付
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
同
募
金
会
で

は
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
、
社
会
的

に
孤
立
し
て
い
る
方
に
対
し
、
心
身
と
も
に

健
や
か
な
年
越
し
が
で
き
る
た
め
の
募
金
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
同
奉
仕
団
は
十
数
年
間

に
渡
っ
て
寄
附
を
続
け
て
い
ま
す
。
草
刈
会

長
は
「
今
後
も
地
域
の
弱
い
立
場
の
方
や
子

供
た
ち
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
引
き

続
き
行
っ
て
い
き
た
い
、
今
度
は
、
来
春
に

小
学
校
へ
入
学
す
る
新
一
年
生
に
贈
る
品
の

製
作
の
準
備
を
は
じ
め
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。 赤

十
字
奉
仕
団
、

歳
末
募
金
へ
寄
付

▼募金を佐々木町長に手渡した日赤奉仕団

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

需
要
が
落
ち
込
ん
だ
牛
乳
の
消
費
拡
大
を
啓

発
し
、
酪
農
家
を
応
援
す
る
た
め
、
る
も
い

農
業
協
同
組
合
と
留
萌
振
興
局
が
共
催
で

「
る
も
い
農
畜
産
物
応
援
事
業
・
コ
ロ
ナ
に

負
け
る
な
！ 

牛
乳
を
飲
ん
で
応
援
、
る
も

い
の
酪
農
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。
12
月
24
日
か
ら
１
月
15
日
の
期
間
、

「
道
の
駅
て
し
お
」
の
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
利
用
者
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た
だ

い
た
方
、
先
着
５
０
０
名
に
牛
乳
２
０
０

ml
、粉
末
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
の
素
５
個
、ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
牛
乳
の
効
用
を
解
説
す
る

冊
子
が
入
っ
た
「
牛
乳
ご
く
ご
く
セ
ッ
ト
」

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

牛
乳
消
費
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▼道の駅利用者に「牛乳ごくごくセット」をプレゼント

　

天
塩
警
察
署
で
は
「
１
１
０
番
の
日
」
で

あ
る
１
月
10
日
、
一
日
警
察
署
長
と
し
て
昨

年
７
月
に
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
全
国
大
会
で
準

優
勝
し
た
砂
原
瑛
太
く
ん
（
天
塩
小
３
年
）

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
石
川
学
警
察
署
長
よ

り
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
後
、
ツ
ル
ハ
ド

ラ
ッ
グ
天
塩
店
前
で
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
警
察
署
で
は
、「
１
１
０
番
は
緊

急
の
事
件
・
事
故
な
ど
を
い
ち
早
く
警
察
へ

通
報
す
る
た
め
の
緊
急
電
話
な
の
で
、
緊
急

対
応
の
必
要
が
無
い
遺
失
物
・
拾
得
物
の
届

出
や
運
転
免
許
等
の
手
続
き
等
は
天
塩
警
察

署
又
は
最
寄
の
駐
在
所
へ
、
警
察
へ
の
相
談

や
要
望
に
関
す
る
こ
と
は
『
♯
９
１
１
０
』

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

一
日
警
察
署
長

▼一日警察署長に任命された砂原くん

　

一
般
社
団
法
人
ベ
ス
ト
ボ
デ
ィ
ジ
ャ
パ
ン

協
会
主
催
の
「
ベ
ス
ト
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
２
」に
出
場
し
、フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー

ジ
に
進
出
し
た
町
在
住
の
湯
澤
昌
弘
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
町
教
育
委
員
会
主
催
の
「
限

界
突
破
を
目
指
す
筋
ト
レ
講
座
（
１
回
目
）」

が
１
月
11
日
、
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
て
開
催
さ
れ
、

20
～
50
歳
代
の
男
女
５
名
が
参
加
、
５
名
が

見
学
し
ま
し
た
。
筋
ト
レ
機
器
の
安
全
で
効

果
的
な
使
用
法
を
は
じ
め
自
宅
で
も
実
践
で

き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
、
筋
ト
レ
の
コ
ツ
や

ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
湯
澤
さ
ん
が
こ
れ
ま
で

培
っ
た
経
験
を
も
と
に
実
演
を
交
え
な
が
ら

レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

限
界
突
破
・

筋
ト
レ
講
座

▼筋トレのノウハウ、ポイントについてレクチャー
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12月末
---人　口 ----------------
２，８１5 人  （+ 4）

※（　）内は前月比

㊚１，４２４ 人 （＋ ５）

㊛１，３９１ 人 （－ １）
---世帯数 ----------------
１，４７１世帯（＋ ６）

♪
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の

菅
原
・
菅
野
で
す
。

♪
町
長
コ
ラ
ム
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
町
内

の
タ
ク
シ
ー
が
事
業
の
承
継
に
よ
り
、
先
日

運
行
が
再
開
さ
れ
朗
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
北
海
道
内
で
は
、
か
つ
て
は
存
在
し
て

い
た
も
の
の
廃
業
・
撤
退
す
る
な
ど
し
て
タ

ク
シ
ー
が
無
い
町
村
が
10
あ
る
よ
う
で
す
。

♪
さ
て
、
タ
ク
シ
ー
の
こ
と
を
普
段
、
ハ
イ

ヤ
ー
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

筆
者
を
含
め
道
外
の
出
身
の
者
に
と
っ
て
戸

惑
う
こ
と
が
多
く
散
見
さ
れ
ま
す
。「
タ
ク

シ
ー
」
と
「
ハ
イ
ヤ
ー
」、実
は
制
度
上
「
似

て
非
な
る
」
も
の
な
の
で
す
。
タ
ク
シ
ー

（taxi

）
は
原
則
的
に
は
流
し
又
は
電
話
で

の
依
頼
に
応
じ
て
目
的
地
ま
で
乗
客
を
運

び
、
基
本
料
金
に
メ
ー
タ
ー
計
測
の
距
離
や

時
間
に
よ
り
課
金
さ
れ
る
営
業
用
自
動
車
。

一
方
、ハ
イ
ヤ
ー（hire

）は
英
語
で「
賃
貸
」

「
雇
用
」
を
意
味
し
、
営
業
所
を
起
点
に
乗

車
後
、
営
業
所
に
戻
る
ま
で
が
課
金
さ
れ
る

完
全
予
約
制
の
運
転
手
付
き
の
貸
切
乗
用
車

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ヤ
ー
は
東
京

な
ど
都
市
部
で
は
、
一
般
的
に
車
上
に
行
灯

の
無
い
黒
塗
り
の
高
級
車
で
、
大
企
業
の
役

員
や
海
外
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
の
送
迎
、
冠
婚
葬
祭
の

際
の
移
動
手
段
と
し
て
の
み
利
用
さ
れ
る
特

別
な
乗
り
物
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
全
国
的
に
も
北
海
道
と
都
市
部
以
外
の

一
部
地
方
で
は
ハ
イ
ヤ
ー
と
呼
ば
れ
、
特
に

北
海
道
で
は
タ
ク
シ
ー
会
社
の
名
称
に
「
ハ

イ
ヤ
ー
」
と
表
記
さ
れ
た
も
の
が
と
て
も
多

い
よ
う
で
す
。
な
の
で
、
ハ
イ
ヤ
ー
は
北
海

道
の
方
言
？
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
総
務
課

企
画
広
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
社
会
福
祉
の
た
め
に
】

南
町　
　
　
　

髙　

橋　

晶　

子　

さ
ん

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

【
香
典
返
し
と
し
て
】

豊
富
町　
　
　

覚　

幸　

マ
リ
エ　

さ
ん

海
岸
通
８　
　

吉　

岡　

良　

子　

さ
ん

海
岸
通
２　
　

菅　

原　

百
合
子　

さ
ん

新
地
通
10　
　

本　

間　

美
代
子　

さ
ん

■
恵
愛
荘
へ

天
塩
町　
　

天
塩
町
母
子
寡
婦
会　

様

山
手
通
５　

天
塩
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー　

様

新
開
通
７　

留
萌
北
部
森
林
組
合　

様

（
海
岸
通
８
）

吉　
岡　
清　
一　
さ
ん
（
82
歳
）

（
海
岸
通
２
）

菅　
原　
　
　
勇　
さ
ん
（
85
歳
）

（
新
地
通
10
）

本　
間　
孝　
一　
さ
ん
（
72
歳
）

（
海
岸
通
８
）

吉　
岡　
ト
シ
子　
さ
ん
（
103
歳
）

該
当
な
し

該
当
な
し

天塩町長
　佐々木　裕之

　

久
し
ぶ
り
に
行
動
制
限
の
な
い
年
末
年
始

を
中
学
生
か
ら
、
こ
ど
も
園
ま
で
の
孫
７
名

と
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
緒
に

つ
い
て
き
た
犬
と
猫
に
癒
さ
れ
、「
我
が
家

で
も
飼
い
た
い
な
あ
…
…
」
と
い
う
前
に
妻

の
顔
が
き
つ
く
な
り
ま
し
た
。
３
年
前
ま
で

い
た
犬
猫
の
世
話
に
私
が
ど
れ
だ
け
協
力
で

き
た
か
反
省
し
き
り
で
し
た
。

　

生
業
と
し
て
牛
を
飼
養
す
る
酪
農
畜
産
農

家
の
皆
さ
ん
は
、
昨
年
来
の
飼
料
燃
料
等
高

騰
の
た
め
厳
し
い
冬
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
乳
価
ア
ッ
プ
と
牛
の
個
体
販
売
の
持

ち
直
し
傾
向
で
少
し
は
明
る
い
兆
し
が
見
え

た
感
も
あ
り
ま
す
が
、
町
と
し
て
も
引
き
続

き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。
乳
牛
１
万
頭
・
肉

牛
５
千
頭
の
町
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
頑

張
る
決
意
で
す
。

　

ハ
イ
ヤ
ー
が
復
活
し
ま
し
た
。
す
で
に
お

持
ち
の
「
ハ
イ
ヤ
ー
券
（
日
常
生
活
活
動
支

援
券
）」
も
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
よ
。
３
月

ま
で
に
使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
４
月
に

な
っ
て
乗
務
員
な
ど
体
制
が
強
化
さ
れ
た
ら

18
時
以
降
の
運
行
も
あ
り
え
る
そ
う
で
、
辛

党
の
私
に
は
朗
報
で
す
。
町
内
公
共
交
通
計

画
も
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
実
験
結
果
を
検

証
し
ま
す
し
、町
外
と
の
交
通
と
く
に
稚
内
・

名
寄
と
の
連
携
は
急
務
の
課
題
で
す
。

　

我
が
家
も
数
万
円
で
玄
関
前
と
駐
車
場
の

除
雪
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
私
も
会
社
役

員
時
代
に
は
様
々
な
資
格
を
取
得
し
ま
し
た

が
、
運
転
は
ヘ
タ
ク
ソ
で
会
社
の
シ
ョ
ベ
ル

や
ユ
ン
ボ
で
自
社
物
件
を
壊
し
、
保
険
で
修

理
代
は
出
な
い
…
…
と
怒
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
公
共
の
除
雪
関
係
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ

り
、
民
間
の
除
雪
の
業
者
さ
ん
も
早
朝
か
ら

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
貢
献
企
業
　
　

地
域
貢
献
企
業
　
　

　
　
　

　
　
　  

　　
の
ご
紹
介

の
ご
紹
介


